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献 辞
三原教授は平成17年 3月31日をもって長崎大学経済学部を定年退職さ
れました｡なお在職中の功績により平成17年 5月27日付で長崎大学名誉
教授の称号が授与されています｡三原先生は,昭和42年に神戸大学経営
学研究科博士課程を終了後,直ちに長崎大学に講師として赴任され,助
教授,教授を経て,定年退職まで38年間にわたって長崎大学経済学部に
在職されました｡長崎大学経済学会は先生の多年にわたる功績を称え,
その学恩に報いるために 『経営と経済』の本号を記念号として編み,先
生に献呈するものです｡
三原先生は昭和14年 8月18日に兵庫県姫路市でお生まれになりまし
た｡神戸大学経済学部を卒業後,同大学大学院修士課程,博士課程と進
学され,博士課程を終了後,上述のごとく長崎大学に赴任されています｡
研究面におかれましては,先生は,職務評価,労働の人間化,人材形
成,そして近年は成果主義賃金 と常に労務論研究の本流にある最新の
テーマに取り組んでこられました｡先生ご自身は労務管理よりも人的質
源管理という表現を好まれていたように,これら一連のテーマは,労務
論を単に労務上の問題としてではなくヒトの問題として扱ってこられた
先生の研究姿勢の現れとして理解できましょう｡とくに人材形成や能刀
開発に関して,広範な聞き取 り調査と実態把握に努められ,理論的成果
を調査事例に照射して検証された内容は高い評価を受けておられます0
こうした先生の研究業績は,先生が経営学の枠にとどまらず労働経済学
や組織の経済学などの最新動向にも関心を持ってこられたことから,確
固たる内容と重みが伝わって参ります｡
教育面におかれましては,先生は,一貫して学部専門教育科目の労務
管理論を担当されました｡同時に旧カリキュラムの経営学史 (アメリカ
経営学を担当)や外国喜講読,現行カリキュラムの現代経営概論,経営
学および基礎ゼミ,全学教育科目の ｢経済と経営｣や教養セミナーなど
数多くの講義科目や演習を担当され,経営学全般や幅広い教養の教育に
も尽力されました｡さらに平成 7年度以降は,大学院経済学研究科にお
いて人的資源管理特講を開講され,また平成15年度からの経営学修士
コースでは講義のほかに演習を担当されるなど,高度専門職教育におい
ても多大な貢献をされました｡
学内の管理運営面では,長崎大学附属図書館経済学部分館長や長崎大
学評議員,学部長事務代理,経営学科長などの要職を歴任され さらに
長崎大学の国立大学法人化の折 りには,職員就業規則等の制定において
専門家として重要な役割を果たされました｡
さらに,学会においても労務理論学会幹事や九州経済学会理事などの
役職を歴任されました｡
また,学外においては長崎県職業能力審議会会長,長崎地方最低賃金
審査会会長,長崎地方労働基準審議会会長,長崎地方労働審議会委員,
人材育成長崎地域協議会座長などの要職を歴任され,それらの功績等に
よって平成11年には労働大臣表彰を受けておられます｡
先生に関する思い出は尽きません｡一つには先生は温厚なご性格で,
感情を表に出されることはあまりありませんでした｡しかし,学部の最
終講義において,近年時流となっている成果主義の安易な採用は決して
企業業績の向上にはつながらないことを指摘され,温厚な中にも時流に
流されない姿勢を垣間見せておられました｡また,先生は40年近 く経済
学部に在職されたため,木造の旧本館時代の経済学部を知る数少ない教
員のお一人として,経済学部の生き字引的存在 となっておられました｡
先生が図書館 (経済学部分館)のカウンターで長身を折 り曲げながら英
字新聞を読まれる姿は,学生q)目には一種のあこがれを持って焼き付い
ていることと思います｡さらに,学部の教職員のテニス活動の指導者的
存在で,テニスを通じて教職員の親睦や健康増進に努めておられました｡
先生の長身のスポーツマンで実年齢より遥かに若 く見えるお姿は,他学
部の教員たちからも ｢経済七不思議｣の一つと言われていたほどでした｡
我々は,ここに先生の本学部に対する長年のご貢献に深 く感謝し,今
後の御健勝を祈念して,本記念号献呈の辞としたいと思います｡
平成17年 8月吉 日
長崎大学経済学会長
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